
『自治体と弁護士の連携術』
日本弁護士連合会地方自治のあり方と
弁護士の役割に関する検討ワーキンググループ／編

財団法人 日本離島センター 水 昭仁

書
評

（ぎょうせい、定価：3,000円＋税）

地
方
分
権
社
会
に
お
い
て
、
社
会
的
弱
者

の
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
ず
、
多
く
の
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
は
、

自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
役
割
の
多
く
を
弁
護
士
が
担
う
必
要
が
あ

る
と
い
う
時
代
認
識
に
基
づ
き
、
日
弁
連
が

２
年
間
に
わ
た
り
検
討
を
進
め
て
き
た
「
地

方
自
治
の
あ
り
方
と
弁
護
士
の
役
割
に
関
す

る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
成
果
を

と
り
ま
と
め
た
も
の
の
一
つ
が
、
本
書
で
あ

る
。か

つ
て
の
よ
う
に
、
国
の
助
言
と
指
導
の

下
、
前
例
に
倣
い
事
務
を
処
理
す
れ
ば
事
足

り
る
時
代
で
は
な
く
な
り
、
自
治
体
に
は
、

従
来
に
も
増
し
て
、
よ
り
高
度
な
法
令
適
合

性
判
断
や
政
策
的
判
断
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、

弁
護
士
と
の
連
携
方
法
の
具
体
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
弁
護
士
の
側
に
も
、
自
治
体
が
抱

く
、
役
割
期
待
や
能
力
期
待
を
把
握
し
き
れ

ず
、
自
治
体
、
弁
護
士
双
方
に
情
報
不
足
の

状
況
に
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
問
題
意
識
の

も
と
、
双
方
に
向
け
、
連
携
モ
デ
ル
の
現
状

と
将
来
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
、

本
書
は
編
集
さ
れ
た
。

「
政
策
法
務
」
と
い
う
言
葉
は
、
あ
る
程

度
、
自
治
体
現
場
に
浸
透
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
弁
護
士
と
自
治
体
が
連
携
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
掴
み
き
れ
な
い
職
員
の
方
が
多
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
う
ち
は
、
当
然
、
法
令
を
遵
守
し
て
業

務
を
行
っ
て
い
る
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
顧
問

弁
護
士
も
い
る
の
で
、
用
が
足
り
て
い
る
。

業
務
を
執
行
す
る
上
で
、
弁
護
士
さ
ん
の
手

を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
場
面
は

ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
考
え
る
職
員
が
一
般
的

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
１
部
第
３
章
を

中
心
に
、
両
者
の
連
携
の
現
状
を
見
て
み
よ

う
。例

え
ば
、
顧
問
弁
護
士
と
し
て
は
、
具
体

的
な
事
案
に
か
か
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
、
条
例
制
定
等
の
政
策
法
務
に
つ
い
て

合
法
性
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
、
行
政
対
象
暴
力

や
行
政
ク
レ
ー
マ
ー
対
応
、
職
員
へ
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
な
ど
だ
。
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加
え
て
、
法
律
事
務
所
所
属
の
弁
護
士
が
、

自
治
体
に
特
定
任
期
付
公
務
員
に
就
任
し
、

庁
舎
に
常
駐
す
る
仕
組
み
や
、
自
治
体
職
員

が
弁
護
士
事
務
所
に
研
修
派
遣
さ
れ
る
と
い

う
人
事
交
流
も
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
で
は
な

く
、
具
体
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
研
修
講
師
を

弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

前
例
踏
襲
で
あ
れ
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
を

講
師
に
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
十
分
な
効

果
を
上
げ
ら
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
例
え
ば
、「
自
治
体
債
権
の
管
理

・
回
収
」
や
「
多
重
債
務
の
解
決
に
向
け

て
」
と
い
う
金
銭
が
ら
み
の
テ
ー
マ
、
あ
る

い
は
、「
薬
事
監
視
」
と
い
う
よ
う
な
専
門

性
が
高
く
、
し
か
も
、
前
者
と
同
様
に
、
法

律
を
知
っ
て
い
な
い
と
話
に
な
ら
な
い
、
と

い
う
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
、
弁
護
士
は
有

用
な
講
師
と
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

債
権
回
収
に
つ
い
て
は
、
研
修
講
師
と
し

て
の
み
で
な
く
、
そ
の
事
務
自
体
を
弁
護
士

に
業
務
委
託
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
お
り
、
か

な
り
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
あ
る
自
治
体

で
は
、
試
行
的
に
１
０
０
件
の
徴
収
業
務
委

託
を
し
た
と
こ
ろ
、
回
収
件
数
、
金
額
が

４０
％
を
超
え
た
。
翌
年
は
２
０
０
件
に
業
務

委
託
を
増
や
し
た
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と

な
り
、「
区
役
所
名
に
よ
る
『
督
促
』
に
何

の
反
応
も
示
し
て
こ
な
か
っ
た
債
務
者
が
、

弁
護
士
名
に
よ
る
『
催
告
』
に
こ
れ
ほ
ど
の

反
応
を
見
せ
た
こ
と
は
驚
き
で
も
あ
っ
た
」

ほ
ど
で
、
こ
の
自
治
体
で
は
、
そ
の
後
、
弁

護
士
へ
の
委
託
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

と
き
に
先
日
、
あ
る
警
察
本
部
が
、
駐
車

違
反
の
罰
金
未
納
の
場
合
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
公
売
に
か
け
未
納
金
を
回
収
す
る
と
し
た

と
こ
ろ
、
督
促
を
受
け
た
６
人
の
う
ち
、
５

人
が
出
品
前
に
納
付
し
た
と
発
表
し
た
。

行
政
対
象
暴
力
や
ク
レ
ー
マ
ー
、
フ
リ
ー

ラ
イ
ダ
ー
を
容
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

悪
質
な
者
に
対
し
、
毅
然
と
し
て
、
法
律
を

武
器
に
戦
う
こ
と
は
、
多
く
の
善
良
な
納
税

者
に
報
い
る
こ
と
と
心
得
、
自
治
体
は
、
法

律
の
専
門
家
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を

考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
説

地
方
分
権
改
革
の
道
筋
と
自
治
体
法

務
第
１
部

自
治
体
に
お
け
る
弁
護
士
の
果
た

す
役
割

第
１
章

自
治
体
を
元
気
に
す
る
た
め
に

弁
護
士
に
何
が
で
き
る
の
か－

若
手
弁

護
士
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス

第
２
章

＜

座
談
会＞

自
治
体
に
求
め
ら

れ
る
弁
護
士
像

第
３
章

自
治
体
と
弁
護
士
の
連
携
の
現

状

第
２
部

弁
護
士
の
条
例
立
案
支
援－

パ
ワ

フ
ル
な
自
治
体
へ＜

弁
護
士
と
の
新
た
な

協
働
モ
デ
ル＞

第
１
章

法
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
の
心

構
え
と
留
意
点－

条
例
立
案
支
援
の
観

点
か
ら

第
２
章

自
治
体
法
務
の
基
礎
と
キ
モ

第
３
章

条
例
立
案

虎
の
巻

第
４
章

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

条
例
制
定

入
門
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